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甲
状
腺
が
ん
患
者
の
深
刻
な
課
題

県
外
で
は
重
症
患
者
も

福
島
原
発
事
故
後
の
甲
状
腺
が
ん
問

題
で
、
改
め
て
福
島
県
内
外
で
の
甲
状

腺
検
査
の
拡
充
が
必
要
な
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

昨
年
9
月
に
発
足
、
甲
状
腺
が
ん
、

ま
た
は
そ
の
疑
い
と
さ
れ
た
子
ど
も
の

療
養
費
事
業
を
始
め
た
「
3
・
Ⅱ
甲
状

腺
が
ん
子
ど
も
基
金
」
（
崎
山
比
早
子
代

表
理
事
）
は
昨
年
末
、
3
5
人
へ
の
第
1
回

給
付
を
会
見
で
発
表
。
申
請
書
を
分
析

し
、
患
者
が
抱
え
る
深
刻
な
課
題
を
明

ら
か
に
し
た
。
福
島
県
2
6
人
の
ほ
か
、

神
奈
川
県
3
人
、
宮
城
、
詳
馬
、
千
葉
、

埼
玉
、
長
野
、
新
潟
各
県
1
人
。
3
月

∴
＼
、

ヽ

末
ま
で
給
付
対
象
者
を
募
っ
て
い
る
。

会
見
で
は
、
①
福
島
県
の
県
民
健
康

調
査
以
外
で
見
つ
か
っ
た
ケ
ー
ス
や
、

福
島
県
の
医
療
費
助
成
「
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
給
付
対
象
外
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

検
診
や
助
成
制
度
に
課
題
、
②
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
治
療
（
甲
状
腺
か
ら
離
れ
た
臓

器
に
転
移
し
た
場
合
な
ど
に
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
を
服
用
し
て
が
ん
細
胞
を
破
壊

す
る
治
療
）
が
必
要
な
患
者
は
3
人
で
、

全
員
が
福
島
県
外
。
腫
瘍
径
が
大
き
く
、

肺
転
移
な
ど
の
重
症
例
が
多
い
、
③
病

気
や
腫
瘍
の
大
き
さ
な
ど
を
医
療
者
側

か
ら
十
分
説
明
さ
れ
て
い
な
い
患
者
が

い
る
、
④
治
療
費
、
通
院
交
通
費
な
ど

経
済
負
担
が
大
き
く
、
困
窮
化
、
⑤
甲

状
腺
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

な
い
、
自
由
に
語
り
に
く
い
環
境
　
－

な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
た
。

重
症
化
し
た
ケ
ー
ス
は
、
「
検
査
の
見

落
と
し
や
、
2
～
5
年
間
隔
の
検
査
の

間
に
腫
瘍
が
成
長
し
た
可
能
性
も
否
め

な
い
」
と
指
摘
、
「
『
甲
状
腺
が
ん
は
予

後
が
い
い
岩
手
術
し
な
い
方
が
良
い
』

と
言
う
専
門
家
が
い
る
が
、
『
予
後
』
と

は
治
療
後
の
生
存
率
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
、
何
よ
り
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
」
と
し
た
。

患
者
に
対
し
て
は
、
療
養
費
だ
け
で

な
く
、
身
近
な
地
域
で
相
談
で
き
る
人

な
ど
、
患
者
ニ
ー
ズ
か
ら
の
支
援
も
必

要
だ
。
し
か
し
治
療
と
経
済
的
な
負
担

だ
け
で
な
く
、
差
別
や
偏
見
か
ら
、
患

者
自
身
が
声
を
上
げ
て
社
会
に
訴
え
る

状
況
に
は
な
い
。
「
『
患
者
が
い
る
こ
と

が
復
興
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
』
と
い

う
よ
う
な
認
識
、
雰
囲
気
が
社
会
に
ま

ん
延
し
て
い
る
。
異
常
な
事
態
」
（
崎
山

代
表
理
事
）
　
の
打
破
が
必
要
だ
。

あ
い
は
ち
び
ろ
こ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト


